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第１回市民ワークショップ プログラム 

市民ワークショップの流れを説明

住民ヒアリングのまとめ
について説明

新しくできる地域の拠点が
「・・・だったらいいネ！」に
ついて考えよう！

①こんなことが出来たらいいネ！
②こんな場所があったらいいネ！ 
③こんな地域の拠点はお断り！

まとめ

グループで自己紹介
ここが美東の良いところを発表
地域のイベントで、感動したことを発表 

みんなで考えた意見を整理しながら、
ワークショップを進めました

◎第1回ワークショップ 12/15（日）

・基本計画について説明

・パブリックコメントの実施

　＋住民説明会 5回実施

◎第3回ワークショップ 2/14（金）

◎第4回ワークショップ 4/10（金）

・まちの魅力、課題は何？

・こんな複合施設だったらいいな！

・こんな使い方ができたらいいな！

　建物の機能とつながりを考えよう

・総合支所、公民館、図書館が複合す

　ると実現できそうなことを考えよう

・建設候補地についてみんなで確認

・こんな外部空間がいいな！

・既存の建物の解体、

　跡地利用をみんなで考えよう

◎第2回ワークショップ 1/17（金）

基本計画のとりまとめ

みんなで考える
新しい拠点づくりの流れ

・配置、平面計画をみんなで考えよう

・内部と外部空間のイメージを考えよう

◎第5回ワークショップ

・平面計画、断面計画をみんなで確認

・建物の外観イメージを検討しよう

・建物の性能を比較しよう

◎第6回ワークショップ

基本設計のとりまとめ

実施設計

美東地域の新しい拠点づくりを考える
市民ワークショップ第１回目を開催しました！
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はじめに

グループで様々な意見を出しあいました

◎美東中学校ワークショップ 1/16（木）

美東総合支所と大田公民館と美東図書館を一体的に整備し、新しい拠点を

つくる計画づくりがスタートしました。12月15日、第1回目の市民ワーク

ショップを開催しました。市民30名の参加があり、支所職員、計画グルー

プ、総勢40名弱が５つのテーブルに分かれて、意見を出し合いました。

人口が減り、子ども達が少なくなっていく中で、安心して暮らしていくた

めに、地域の中心でどんなことが出来たらよいのか、どんな場所があった

ら良いのか、さまざまな意見が出され、会場は大いに盛り上がりました。

みんなで考え、力を合わせて、自分たちの暮らしに必要な施設のあり方を

探り、施設の姿をつくりあげていけたらと思います。次回は、今回出され

た意見をもとに、施設全体のあり方を考えたいと思います。また、建設場

所はどこが最適なのか？についても考えたいと思います。

暮らしやすい地域をつくって行くためには、皆さんの知恵と力が必要です。

2回目からの参加も大歓迎です！皆さんの参加をお待ちしています。

日曜日の午後にもかかわらず、たくさんの市民の方にお集まりいただきました！
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○みんなで集まることが出来る

○他の地域とつながることが出来る

○ふらっと立ち寄ることが出来る

○さまざまな活動が出来る

○活動の発表が出来る

○観光情報を知ることが出来る

○行ったら、なんでも出来る

○雨の日でも子どもが遊ぶことが出来る

○バスなどの公共交通機関でも簡単にアクセス出来る

日時：令和２年 １月１７日（金）18:30～

会場：美東保健福祉センター 大ホール 事前申込不要
誰でも参加ＯＫ！

○問い合わせ先
〒754-0291 美祢市美東町大田5936

美祢市美東総合支所 総合窓口課 
電話:08396-2-5000　fax:08396-2-5111

メール:m-sogomadoguchi@city.mine.lg.jp

基本計画・基本設計策定業務受託事務所

株式会社 龍環境計画 − −(03 3383 8673)

２回目からの参加も大歓迎！！
世代・地区に関わらず多くの方のご参加をお待ちしています。

美東の好きな場所やイベントをマップにプロットしながら
まちの魅力を再発見しました

新しい地域の拠点が「…だったらいいネ！」を
ポストイットに書き、模造紙に張り付けて、

みんなで意見を整理しました

みんなでまとめた意見を
グループごとに市民の方が発表しました

第１回 市民ワークショップ 感想カード 
・ワクワクします。大変ですが楽しみです。多くの人を巻き込んで

　いい議論を重ねていければいいですね。

・色々な意見がありますね。でも、案外共通した思いが多いことに

　気付きました。結局はハードではなくソフト、人材育成が課題で

　すね。

・30代40代の世代の方をもっと多く参加して頂く努力が必要である。

・3人寄れば文殊の知恵といいますが、いいワークショップの企画と

　思います。良いものができそうで期待です。

○入りにくく、暗い、日光が入ってこない建物

○活気がない、人がいない施設

○フリーなスペースがない、狭すぎる施設

○災害に弱い、避難所としての機能がないとイヤ

○いつもメンテナンスばかり必要になる建物

グループごとに、新しい地域の拠点施設でどんなことができ、どんな場所だったら
いいか、また「こんな施設はお断り」の３つについてポストイットを使い書き出してい
ただきました。たくさん出された意見をまとめました。

○目的がなくても気楽に立ち寄れるスペース

○フレキシブルなホール（映写会や小コンサート）

○自由に出入りが出来る調理室

○入りやすく、ゆっくりできる図書館

○子ども達がのんびりと本が読める場所

○子どもたちが遊べる外の広場

○観光マップや観光ルートなどの案内所

○支所だけでなく社協などワンストップで用事が済む窓口

①こんなことが出来たらいいネ！

第２回市民ワークショップの内容
・こんな使い方ができたらいいな
　建物の機能とつながりを考えよう！！
・総合支所、公民館、図書館が複合することで
　実現できそうなことを考えよう！！

②こんな場所があったらいいネ！

③こんな地域の拠点はお断り！

美東地域の新しい拠点づくりを考える

第２回 市民ワークショップを開催します！

ステップ５の「・・・だったらいいネ！」シート
をまとめました



・部屋をかりるのは申請や目的がないとできないけど、目的がなくても来ることができる

・静かで、居心地が良く、読書やちょっとした休憩ができる

・気軽に集まれる時間がつぶせる、待ち合わせができる

ふらっと立ち寄ることができる
居場所がほしい

・雑談できる屋根付きの場所、高齢者が集まることができる

交流ができる場所がほしい

くつろぎの場所がほしい

屋根が架かった広場がほしい

様々な活動ができる多目的ホールが
ほしい

様々な活動ができる教室がほしい

展示する場所がほしい

健康な生活を送るための場所がほしい

地域の魅力を発信する場がほしい

買い物などもついでにできる場が
ほしい

イベントを充実してほしい
利用時間を延長してほしい

「・・・だったらいいネ！」
を実現するための新しい地域の拠点づくりの目標

・居場所

・談話コーナー

・市民サロン

・ロビー

・文化活動 ・多目的ホール

・会議室、研修室

・調理室

・和室

・ギャラリー

・軽運動やスポーツ

・手続き、相談窓口 ・総合窓口カウンター

・銀行

・買い物

・災害時の防災拠点

・相談コーナー

・銀行、ATM

・コンビニ

・移動販売、共同売店

・避難所、備蓄倉庫

・カフェ

グループごとに、新しい地域の拠点施設でどんなことができ、どんな場所だったらいいかについてポストイットを使い書き出していただきました。たくさん出された意見をまとめました。

・エンガワや半外部空間

・多目的ホール

・雑誌や新聞の
　閲覧コーナー

子どもの学習の場がほしい

子どもからお年寄りまで、みんなが
ゆっくりできるような図書館がほしい

・小学生、中学生がスクールバスの待ち時間に近くで利用できる

・子どもたちが楽しく集まることができる

・子どもたちがちょっと寄ることができる

・子供会活動（たたみ、食事が作れる）ができる

・児童クラブや託児所を入れることができる

・町内まとめて認可こども園（20時くらいまで）が利用できる

お年寄りの居場所がほしい

子ども達の居場所がほしい

ワンストップで用事を
済ますことができるようにしてほしい

・子育て支援

・キッズルーム

・カフェ

・子育てサロン

・フラッと行ってコーヒーを飲んで喋れるところ、ジューススタンドがあったらいいな

・皆さんが気軽にくつろげる、食事(飲食)ができる

・公営の居酒屋が欲しい

・子育て中のママたちは雨の日に子どもが遊ぶことができる

・美東町全体が集まるイベント（運動会、縄ない、夏祭り）ができる

・県内のスポ少などで試合ができる（広い敷地利用）

・コミュニティづくりのきっかけができる

・高齢者と低年齢層が集まることができる、子供と大人が一緒につどうことができる（バス停を見守りする人）

・共通の趣味をもった人たちで集まることができる

・他の地区とつながりがほしい

・よそから来た人も利用しやすい（バイク、自転車、観光客など）

・在住の外国の方とふれあうことができたり、相談ができる

・人口確保の拠点（住宅相談、宅地相談、結婚相談、健康相談）として、何でも相談できる

・ワンストップで用事を済ますことができる

・市関係だけではなく社協、JAなどが一緒にあると便利

・パーテーションなどで、しきりを自由に変えることができる

・総合支所の手続きが自動でできる

・文化的イベント、ミニコンサート（50人ぐらい）、サークルの発表ができる

・ダンス、映写会、カラオケ、交流会などができる

・来館者が自由に演奏できるピアノできる

・教室（サークルとは違い、先生がいて教えてくれる大人の教室）ができたらいいな

・大きな部屋（会議室・ミニコンサートなどできるもの）小さな部屋（10人、20人くらいのあつまる部屋）

・自由に使えるフリーな空間があると良い

・美術館のような感じの展示ギャラリーがあったらいい

・写真、絵画、習字などの展示ができる

・小学生のつくったものの展示ができる

・卓球ができる

・スポーツジムがあったらいいな

・高齢者のために、健康体操などができる

・子育ての悩みを相談できるカフェ

・各地区に子供が少なく中学校での部活、小学生のスポ少活動が難しい、活動を支援する人材センターの設置

・情報の発信と収集が簡単にできる（案内所、観光マップ、パンフレット置き場）

・観光拠点(シンボル)と連携できる(人の集まりやすい場所にある)

・目立つ、ＰＲ、インスタ映え

・ワンストップですべてのことができる

・行ったらなんでも済ませることができる、コンパクトな生活ができる

・ついでに買い物ができたらうれしい

・図書館を2つ（１つは道の駅にも）、健康長寿には必要（地域の人が持ち寄る）

・司書がいて、本の紹介をすることができる

・子ども向けイベントが定期的に開催できる

・図書の貸し出しが自動化されると良い

・蔵書についてはネットワークを整備して図書は全体（美祢市と山口市、萩、長門市等）で揃えば良い

・図書館の利用時間の延長(平日20時まで)できる

・夜間での返却、図書館の24時間利用できる

・子どもたちが勉強をすることができる

・塾を開くことができてもよいかも

・子ども向けの英会話教室ができる

・図書館はゆっくりできて、良い景色が眺められる、安らぐ場所としてあれば良いと思う

・子どもがのんびりと本が読むことができる、かくれて本を読むことができる（座ったり、中にねころがって）

・DVDなどの鑑賞できる個室がある

・未就学児と若ママのくつろぐことができる

・囲碁将棋ができる

１．みんなが気軽に集まる世代を

　　超えた居場所

２．みんながさまざまな活動を

　　展開する活動の場

３．みんなをつなぐ情報拠点

４．みんなのくらしを支える場所

・図書館 ・開架図書コーナー

・子ども図書コーナー

・キッズルーム

・読書室

・地域情報コーナー

・観光情報コーナー

・雑誌や新聞の
　閲覧コーナー

・DVD鑑賞ｺｰﾅｰ

・地域情報コーナー

・観光情報コーナー

ワークショップで挙がった、新しい地域の拠点が「…だったらいいネ！」についての意見 目標を実現するために必要な機能 必要な場所・空間

第1回市民WS、新しい地域の拠点が「…だったらいいネ！」のまとめ－1 美資料ー０２



・日光が入ってこない、入りにくい。暗い

・空調が効いていない

・災害に弱い

・避難所としての機能がある施設でないといや

・出入りが難しい施設、交通の便が悪いところ、近くに遊べる場所がない
・活気のない施設（人がいない施設）やお役所色の強いものとしての場所であってはならない
・意匠の貧しい建物
・フリーなスペースがない、狭すぎる施設
・本を読んでいて、疲れたときに気分転換をできるような場所がない

・視線が気になる、物が多くてごちゃごちゃしている、うるさいのはイヤ

・マナーを守らない観光客はイヤ！！（外国語表記が必要）

・道の駅は大型バスがとまるためうるさい

・いつもメンテナンスばかり必要になる建物

・とにかく将来を考えて今の廃校の様にならないように

・道の駅裏の川に、対岸に橋をかける

・河川公園の充実

・河川でボート遊び

・外から使えるトイレ

・きれいな広い便所

・平屋

・地元の木材をふんだんに使った温かみのある施設

・木造が良い

・バリアフリー、、段差がない、2階の場合にはエレベーターが必要

・小さな子どもや高齢者にやさしい、気持ちよく利用できるトイレがあったらいいな

・庁舎内案内を大きく見やすいもの、点文字等によるもの。一目でわかるようなもの

・空調設備及び厨房すべてLPGで

・Free Wi-Fiや充電ができる

・バスで行きやすい施設

・総合施設→病院→スーパーなど生活に必要な所に移動してくれるバスがほしい、シャトルバスの設置など

・車からほとんど歩かずに入ることができる

・バス停、タクシー乗り場もセットになっている、大田中央と一体だといいかも

・自転車で立ち寄るステーション（充電）

・貸し自転車のステーション

・子どもたちがあそべる公園、人工芝のグラウンド

・立ち寄れ、学習の場にもなる公園

・雨天の場合、自転車、バイクの雨宿り。屋根付き

・グランドゴルフやゲートボールができる

・施設の周りにウォーキングコース、散歩、ランニング、ドッグラン

公園のような外部空間がほしい

大田川とのつながりがほしい

外部から使えるトイレがほしい

公共交通機関を整備して、
利用しやすい施設にしてほしい

木造で平屋の建物が良い

みんなが使いやすい
ユニバーサルデザインの建物が良い

建物の設備機能を充実してほしい

・広場 ・運動広場

・東屋や半外部空間

・散歩道

・清潔なトイレ

・車で近くまで近づくことができる

・公共交通機関 ・バス停やバスロータリー

・タクシー乗り場

・木造の建物

・駐輪場やサイクルエイド

「こんな施設はお断り」についてポストイットを使い書き出していただきました。
たくさん出された意見をまとめました。

・賑わいがなく、入りにくい、狭い施設はイヤだ！！

・ごちゃごちゃしている施設はイヤだ！！

・将来のことを考えていない施設はイヤだ！！

・暗くて、空調が効いていない施設はイヤだ！！

・災害に弱い施設はイヤだ！！

こんな施設はお断り！！

「・・・だったらいいネ！」
を実現するための新しい地域の拠点づくりの目標ワークショップで挙がった、新しい地域の拠点が「…だったらいいネ！」についての意見 目標を実現するために必要な機能

グループごとに、新しい地域の拠点施設でどんなことができ、どんな場所だったらいいかについてポストイットを使い書き出していただきました。たくさん出された意見をまとめました。

・子どもの遊び場やお年寄りが
　運動できる公園のような広場が
　必要

・大田は山口県、美祢市、美東の
　中心！！車で集まりやすい利点
　を生かした施設が必要

・地元の木材を使った、平屋の
　みんなが使いやすい
　ユニバーサルデザインの建物が
　必要

・だれにでもわかりやすいサイン

・段差がない、平屋の建物

第1回市民WS、新しい地域の拠点が「…だったらいいネ！」のまとめ－2 美資料ー０３



施設づくりの目標と備えるべき４つの要素

・居場所

・談話コーナー

・市民サロン

・雑誌や新聞の閲覧コーナー

・ロビー

・文化活動 ・多目的ホール

・会議室、研修室

・調理室

・和室

・ギャラリー

・軽運動やスポーツ

・図書館 ・開架図書コーナー

・子ども図書コーナー

・キッズルーム

・読書室

・地域情報コーナー

・観光情報コーナー

・手続き、相談窓口 ・総合窓口、カウンター

・銀行

・買い物

・災害時の防災拠点

・相談コーナー

・銀行、ATM

・コンビニ

・移動販売、共同売店

・避難所、備蓄倉庫

１．みんなが気軽に集まる世代を超えた居場所

２．みんながさまざまな活動を展開する活動の場

３．みんなをつなぐ情報拠点

４．みんなのくらしを支える場所

・多目的ホール

・カフェ

・エンガワや半外部空間

み
ん
な
が
頼
り
に
で
き
る
く
ら
し
の
中
心
を
つ
く
る

・雑誌や新聞の閲覧コーナー

必要な機能 必要な場所・空間

・子育て支援 ・カフェ

・子育てサロン

・キッズスペース

・地域情報コーナー

・観光情報コーナー

美資料ー０４新しい拠点が備えるべき基本要素



    

美祢市
美東総合支所

美東ｾﾝﾀｰ

光明寺

保健福祉ｾﾝﾀｰ

大田郵便局 

用地取得

公共交通の
利便性

車での
利便性

周辺施設との
関係

市有地のため用地取得の必要なし

バス停が遠い、公共交通機関が遠い

民有地のため用地取得が必要

県道沿いに位置し、バス停が比較的近い バスロータリーと一体的に計画することが可能

県道から離れた奥まった位置にあり、
建物の位置が分かりにくい

県道沿いのため、建物の位置が分かりやすい 交差点に面するため、建物の位置が分かりやすい

①美東保健福祉センター付近 ②道の駅みとう周辺 ③大田中央バス停付近

建設候補地
敷地図

（S=1:2500）

大田郵便局

山口銀行
大田支店

美東交番

美東特産品ｾﾝﾀｰ

ＪＡ山口県
美東支所

美祢市立
美東病院

大田中央
ﾊﾞｽ停

大田川 

美東特産品ｾﾝﾀｰ

サイサイ美東
大田店

ﾚｽﾄﾗﾝ古那

大田川

道の駅みとう

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ
ｽﾄｱ

ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ

ﾄｲﾚ

河川公園 

0 10 50 100m 0 10 50 100m 0 10 50 100m

土砂災害
特別警戒区域

洪水浸水区域

一部あり（保健福祉センター玄関付近） なし なし

浸水区域に該当しないが、美東センター
まで0.5m程度の洪水浸水区域となっている

0.5m程度の洪水浸水区域となっている 0.5m程度の洪水浸水区域となっている

一部県有地のため用地取得の必要
※計画内容によっては一部、民有地用地取得が必要◎ × △

×

△

△

○

○

○

◎

×

◎

◎

◎

×

徒歩での
利便性

比較的周辺は車通りが少なく、
安全に徒歩でアプローチできる

交通量の多い県道を渡らなければならない
ため、お年寄りには大変

中通りに近く、安全に徒歩でアプローチできる◎ △ ○

・工事期間中、保健福祉センターが利用できない
・保健福祉センターとの複合化が可能
・周辺に保育園、小学校、中学校、美東体育館が
　あり、教育エリアとして一体的に整備ができる

・民間事業者の進出の可能性がある
・道の駅やサイサイ美東が周辺にあるため、買い
　物のついでに施設を利用することが可能
・河川公園と一体的に整備することで、こどもの
　遊び場として活用できる

・用地取得について検討が必要
・美東交番との複合の可能性がある
・郵便局や銀行などが近くにあるため、施設のつ
　いで利用が可能
・福祉センター、JA、美東病院などとの連携がし
　やすくなる

敷地面積：約５，７００㎡ 敷地面積：約３，５００㎡ 敷地面積：約４，４００㎡

建設候補地の比較 美資料ー０５


